
 
 

事 績 概 要 

 

学 校 教 育 功 労 

岡  松  和  幸 ６１歳 津市  

三重県立神戸高等学校教諭 

 

県立高等学校の教員として長く文化部活動の指導に尽力し、平成 18 年度の津

東高等学校在職時には、指導する同校演劇部が県代表として中部日本高等学校

演劇大会にて奨励賞を受賞するなど、本県高等学校演劇部活動の発展に寄与し

た。 

 平成 19 年度から平成 21 年度までは、県教育委員会事務局職員として、平成

21 年の全国高等学校総合文化祭三重大会の総合開会式、国際交流などを企画し、

同大会の成功に貢献した。 

平成 22 年には三重県高等学校文化連盟事務局長に就任し、平成 25 年の近畿

高等学校総合文化祭三重大会において、生徒主体の創造性あふれるプログラム

を編成し、県内外から高い評価を得た。また、「みえ高文祭」の開催を通して、

持続可能な組織運営に尽力するとともに、県内の高等学校の文化部活動の充実

に貢献した。 

現在は、国語科の教諭として、次代を担う人材の育成と地域や生徒・保護者か

ら信頼される学校づくりに指導力を発揮するとともに、演劇部顧問として、文

化部活動の推進に寄与している。 

 

 

 

社 会 教 育 功 労 

田 口  鉄 久 ７５歳 津市 

元三重県社会教育委員会議座長 

 

長きにわたり公立幼稚園に勤めた後、大学にて幼児教育者の育成を行うとと

もに、県内幼稚園等の研修会での指導・助言を通じて、本県の幼児教育の充実に



 
 

貢献している。その中で、幼児教育を社会教育の視点で捉え、両教育の融合を図

ってきた。 

平成 26 年６月から令和４年５月まで、三重県社会教育委員を務め、その間、

社会教育の在り方について実践的な提言を行い、本県における社会教育の振興

に貢献した。平成 30 年６月からは、社会教育委員会議の座長を務め、会の総括

という重責を担った。 

平成 30 年度には三重県社会教育委員連絡協議会の理事に就任し、令和元年度

の東海北陸社会教育研究大会三重大会の運営に尽力した。以後、副会長、顧問を

歴任する中で、本県の社会教育委員制度の活性化に寄与している。 

 このほか、平成 25 年 11 月から令和５年６月まで、三重県子ども・子育て会

議委員を務め、本県の子ども・子育て支援の充実に尽力した。また、社会教育と

結び付けた幼児教育の専門家として、平成 22 年２月から令和４年２月まで、三

重県幼稚園等新規採用教員研修運営協議会の会長を務めた。 

 
 

 

学 術 文 化 功 労 

櫻 井  治 男 ７４歳 伊勢市 

元三重県文化財保護審議会会長 

 

平成 20 年９月から令和４年９月までの長きにわたり、三重県文化財保護審議

会委員を務め、その間、高度な専門知識と豊富な経験により、県内の文化財保護

に尽力した。特に、県指定文化財の審議にあたっては、指定候補文化財の価値を

的確に判断し、県教育委員会の諮問に応じた。平成 28 年９月から令和４年９月

までは同審議会会長を務め、会の総括という重責を担った。 

三重県教育委員会が実施した三重県民俗芸能調査（平成４～５年度）では、本

県の文化に対する造詣の深さから調査委員を務め、生活様式の変化、村落共同

体の変貌等によって、変質し消滅の危機にさらされている民俗芸能の実態調査

に貢献した。また、三重県祭り行事調査（平成６～８年度）では、調査指導委員

を務め、調査全体の企画・立案や調査の指導を行うとともに調査の総括を行い、

主導的な役割を果たした。これらは、三重の地で育まれた豊かな民俗の貴重な

記録になるとともに、その後の民俗文化財保護の推進に大きく寄与した。 

 

 



 
 

学 校 保 健 功 労 

村 田  省 三 ６７歳 伊賀市 

学校歯科医 

 

平成４年４月から現在まで伊賀市立柘植小学校の、平成 14 年４月から平成 27

年３月まで伊賀市立柘植中学校の学校歯科医として、長きにわたり、歯科医学

の進歩とともに年々変化していく学校における歯科保健活動に尽力している。

中でも、8020（はちまるにいまる）達成をめざした生涯歯科保健にもっとも重要

となる時期の児童生徒に対して、ビデオ等を使用してう蝕予防の重要性をわか

りやすく説明するなど、家庭、地域における歯科保健活動の大切さを訴え、う蝕

の予防と口腔衛生の向上のための活動及び地域の歯科保健活動の推進に貢献し

た。 

 平成 12 年度から現在まで一般社団法人伊賀歯科医師会の理事、副会長、会長

を歴任し、8020 達成をめざした歯科保健活動の推進に貢献するとともに、令和

元年６月には、地震等の大規模災害に備えた歯科医療救護計画の策定や、大規

模災害発生時の医療救護班の派遣、応急処置の実施等を定めた災害時協定の締

結に尽力した。 

 また、毎年、歯と口の健康週間には、よい歯の児童生徒審査表彰、親と子のよ

い歯のコンクール、歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクールを行い、歯

科保健に対する認識を深めることに尽力した。 


